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空所をうめよう

空所をうめよう

⑴　 yが最小となるのは，x＝ 　　　 のときで，y＝ 　　　 

 yが最大となるのは，x＝ 　　　 のときで，y＝ 　　　 

 よって，yの変域は， 　　　 ≦y≦ 　　　 

⑵　 yが最小となるのは，x＝ 　　　 のときで，y＝ 　　　 

 yが最大となるのは，x＝ 　　　 のときで，y＝ 　　　 

 よって，yの変域は， 　　　 ≦y≦ 　　　 
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　 x＝－4のとき，y＝ 1─2 ×( 　　　 )
2＝ 　　　 

 x＝－2のとき，y＝ 1─2 ×( 　　　 )
2＝ 　　　 

 xの増加量は，(－2)－(－4)＝ 　　　 

 yの増加量は， 　　　－　　　  ＝ 　　　 

 よって，変化の割合は，─＝ 　　　 
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y＝ax

2の値の増減

関数y＝ax2の変域…グラフの形をイメージしながら考える。

変化の割合＝
yの増加量─
xの増加量 　　yの増加量＝変化の割合×xの増加量

対応するxの値と順番をそろえる！

○大－○小

関数y＝x2のxの変域が次の⑴，⑵のようであるとき，yの変域を求めましょう。
⑴　2≦x≦4 ⑵　－3≦x≦1

関数y＝ 1─2 x2で，xの値が－4から－2まで増加するときの変化の割合を求めましょう。
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2乗に比例する関数

1-2 2乗に比例する関数の値の変化
学習日　　　／　　　
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　□⑴　関数y＝3x2のxの変域が次の①，②のようであるとき，
　　　yの変域を求めましょう。

　　□①　－2≦x≦－1 □②　－ 1─3 ≦x≦1

 〔　　　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　　　〕

　□⑵　関数y＝－x2のxの変域が－4≦x≦5であるとき，yの変域を求めましょう。

 〔　　　　　　　　　〕

　□⑶　関数y＝ax2について，xの変域が－3≦x≦1のときのyの変域は0≦y≦18です。
　　□①　yが最小となるときとyが最大となるときのxの値をそれぞれ求めましょう。

　 yが最小〔　　　　　　　　　〕　yが最大〔　　　　　　　　　〕

　　□②　y＝ax2のaの値を求めましょう。

 〔　　　　　　　　　〕

Q 3 練習しよう

　□⑴　関数y＝2x2について，xの値が次の①～④のように増加するときの変化の割合を求めま
しょう。

　　□①　3から5まで増加 □②　－1から2まで増加

 〔　　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　　〕
　　□③　－5から3まで増加 □④　－2から－1まで増加

 〔　　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　　〕

　□⑵　関数y＝ax2について，xの値が3から6まで増加するときの変化の割合は3になります。
　　□①　x＝3のときとx＝6のときのyの値を，それぞれaを使った式で表しましょう。

 x＝3のとき〔　　　　　　　　　〕　x＝6のとき〔　　　　　　　　　〕

　　□②　y＝ax2のaの値を求めましょう。
 〔　　　　　　　　　〕

Q 4 練習しよう
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⑵②　yの増加量をaを使った式で表して，方程式をつくろう。

⑶②　「yが最小⇒y＝0」「yが最大⇒y＝18」を利用しよう。

2乗に比例する関数の「変域」と「変化の割合」について学習します。

グラフをかいたり，グラフの形をイメージしたりしながら考えてみましょう。
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空所をうめよう

空所をうめよう

⑴　求める式をy＝ax2として，
　x＝2，y＝－1を代入すると，

 ＝a× 2

 a＝

 a＝

　よって，y＝ 　　　 x2

⑵　y＝ 　　　 x2にx＝ 　　　 を代入して，

 y＝ ×( )2

 ＝

⑴　aの値…y＝ax2にx＝ ，y＝ を代入して，a＝

　　bの値…y＝bx2にx＝ ，y＝ を代入して，b＝

⑵　㋑の式y＝ x2にy＝ を代入して， ＝ x2

　　これを解くと，x＝± 　　x＞0より，Cのx座標は

　　※CはBとy軸について対称な点になっていることを確かめましょう。

Ａのx座標 Ａのy座標

yがxの2乗に比例する関数の式…y＝ax2

y＝ax2のグラフ(放
ほう

物
ぶつ

線
せん

)の特徴
①　原点を通り，y軸について対称
②　a＞0⇒上に開いた形，a＜0⇒下に開いた形
③　aの絶対値が大きいほど，開き具合は小さい

yはxの2乗に比例し，x＝2のとき，y＝－1となります。
⑴　yをxの式で表しましょう。 ⑵　x＝－4のときのyの値を求めましょう。

右の図で，㋐は関数y＝ax2のグラフ，
　　　　　㋑は関数y＝bx2のグラフです。
㋐はA(6，4)，㋑はB(－2，－2)を通ります。
⑴　a，bの値をそれぞれ求めましょう。
⑵ 　㋑上にあって，Bとy座標が等しい点Cの
　x座標を求めましょう。
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　□⑴　yはxの2乗に比例し，x＝3のとき，y＝18となります。
　　□①　yをxの式で表しましょう。 □②　x＝－1のときのyの値を求めましょう。

 〔　　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　　〕

　□⑵　yはxの2乗に比例し，x＝－6のとき，y＝12となります。
　　□①　yをxの式で表しましょう。 □②　y＝3となるxの値をすべて求めましょう。

 〔　　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　　〕

Q 1 練習しよう

　□⑴　右の図で，関数y＝ax2のグラフがA(3，9)を通ってい
ます。

　　□①　aの値を求めましょう。
 〔　　　　　　　　　〕

　　□②　このグラフ上にあって，Aとy座標が等しい点をBとし
ます。Bの座標を求めましょう。

 (　　　　，　　　　)

　□⑵　右の図のl，m，nは，次の3つの関数㋐～㋒のグラフの
うちのどれかを表しています。

　　　㋐　y＝x2 ㋑　y＝－ 1─2 x2 ㋒　y＝ 1─3 x2

　　□①　nのグラフの式を選びましょう。
 〔　　　　　〕
　　□②　l，mのグラフの式をそれぞれ選びましょう。
 l〔　　　　　〕m〔　　　　　〕
　　□③　y＝ 1─2 x2のグラフをpとします。pは，図のA，B，C

のうちどこを通りますか。
 〔　　　　　〕
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Q 2 練習しよう

⑵③　y＝ax2のaの絶対値を利用して，グラフの開き具合をくらべよう。

⑵②　xの値は正と負の2種類があることに気をつけよう。

yがxの2乗に比例する関数(y＝ax2)の基本事項を学習します。

関数y＝ax2のグラフの特徴を確かめて，問題で利用できるようにしておきましょう。

この本の使い方
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1-1. 次の問いに答えなさい。
□⑴　yはxの 2乗に比例し，x＝2のときy＝1となります。
□①　yをxの式で表しなさい。

 〔　　　　　　　　〕
□②　x＝－6のときのyの値を求めなさい。

 〔　　　　　　　　〕
□③　y＝25となるxの値をすべて求めなさい。

 〔　　　　　　　　〕
□⑵　右の図で，lは関数y＝ax2のグラフ，mは関数y＝ 1─2 x2

のグラフです。A，Bはそれぞれl，m上の点で，x座標が等
しくなっています。Aの座標を(4，1)とします。
□①　aの値を求めなさい。

 〔　　　　　　　　〕
□②　Bの座標を求めなさい。

 (　　　 ，　　　)
□③　関数y＝x2のグラフをnとすると，nは図のP，Q，Rのどこを通るか答えなさい。

 〔　　　　　　　　〕

1-2. 次の問いに答えなさい。
□⑴　次の①，②の関数で，xの変域が［　　］のようであるとき，yの変域を求めなさい。
□①　y＝2x2　［1≦x≦4］ □②　y＝－ 1─3 x2　［－6≦x≦3］

 〔　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　〕
□⑵　次の①，②の関数で，xの値が［　　］のように増加するとき，変化の割合を求めなさい。
□①　y＝ 1─2 x2　［2から 6まで増加］ □②　y＝－x2　［－3から 5まで増加］

 〔　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　〕
□⑶　関数y＝ax2について，xの変域が－1≦x≦2のときのyの変域は0≦y≦12です。

aの値を求めなさい。

 〔　　　　　　　　〕
□⑷　関数y＝ax2について，xの値が 1から 3まで増加するときの変化の割合は 4になります。

aの値を求めなさい。

 〔　　　　　　　　〕
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仕上げページ 2乗に比例する関数

１ ２ ３

１ 学習する単元の重要事項を確かめます。

学習する内容を例題の形で示しています。

と同じ番号の問題を解きましょう。
はやや発展的な問題です。

Q 練習しよう  の問題が解けるようになっているかチェックします。

覚える内容や問題を解くコツをまとめています。

 の解き方をまとめています。
には数や式， には語句や記号を書きましょう。

３ 単元の学習を終えたら，仕上げページに取り組みます。

２ 　  に対応する問題に取り組みます。１
Q 練習しよう

中学校で学んだ内容について，全国の公立高校の入試問題
から毎年必ず出題される問題を中心に収録しています。
これまでに学んだ内容をふり返りながら取り組みましょう。

つなげよう！　入試で総まとめ
巻末付録❷

仕上げページ 30～36

覚えよう！ 公式・定理のまとめ 37

つなげよう！　入試で総まとめ 38～47
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空所をうめよう

空所をうめよう

⑴　求める式をy＝ax2として，
　x＝2，y＝－1を代入すると，

 ＝a× 2

 a＝

 a＝

　よって，y＝ 　　　 x2

⑵　y＝ 　　　 x2にx＝ 　　　 を代入して，

 y＝ ×( )2

 ＝

⑴　aの値…y＝ax2にx＝ ，y＝ を代入して，a＝

　　bの値…y＝bx2にx＝ ，y＝ を代入して，b＝

⑵　㋑の式y＝ x2にy＝ を代入して， ＝ x2

　　これを解くと，x＝± 　　x＞0より，Cのx座標は

　　※CはBとy軸について対称な点になっていることを確かめましょう。

Ａのx座標 Ａのy座標

yがxの2乗に比例する関数の式…y＝ax2

y＝ax2のグラフ(放
ほう
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ぶつ

線
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)の特徴
①　原点を通り，y軸について対称
②　a＞0⇒上に開いた形，a＜0⇒下に開いた形
③　aの絶対値が大きいほど，開き具合は小さい

yはxの2乗に比例し，x＝2のとき，y＝－1となります。
⑴　yをxの式で表しましょう。 ⑵　x＝－4のときのyの値を求めましょう。

右の図で，㋐は関数y＝ax2のグラフ，
　　　　　㋑は関数y＝bx2のグラフです。
㋐はA(6，4)，㋑はB(－2，－2)を通ります。
⑴　a，bの値をそれぞれ求めましょう。
⑵ 　㋑上にあって，Bとy座標が等しい点Cの
　x座標を求めましょう。
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　□⑴　yはxの2乗に比例し，x＝3のとき，y＝18となります。
　　□①　yをxの式で表しましょう。 □②　x＝－1のときのyの値を求めましょう。

 〔　　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　　〕

　□⑵　yはxの2乗に比例し，x＝－6のとき，y＝12となります。
　　□①　yをxの式で表しましょう。 □②　y＝3となるxの値をすべて求めましょう。

 〔　　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　　〕

Q 1 練習しよう

　□⑴　右の図で，関数y＝ax2のグラフがA(3，9)を通ってい
ます。

　　□①　aの値を求めましょう。
 〔　　　　　　　　　〕

　　□②　このグラフ上にあって，Aとy座標が等しい点をBとし
ます。Bの座標を求めましょう。

 (　　　　，　　　　)

□⑵　右の図のl，m，nは，次の3つの関数㋐～㋒のグラフの
うちのどれかを表しています。

　　　㋐　y＝x2 ㋑　y＝－ 1─2 x2 ㋒　y＝ 1─3 x2

　　□①　nのグラフの式を選びましょう。
 〔　　　　　〕
　　□②　l，mのグラフの式をそれぞれ選びましょう。
 l〔　　　　　〕m〔　　　　　〕
　　□③　y＝ 1─2 x2のグラフをpとします。pは，図のA，B，C

のうちどこを通りますか。
 〔　　　　　〕
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Q 2 練習しよう

⑵③　y＝ax2のaの絶対値を利用して，グラフの開き具合をくらべよう。

⑵②　xの値は正と負の2種類があることに気をつけよう。

yがxの2乗に比例する関数(y＝ax2)の基本事項を学習します。

関数y＝ax2のグラフの特徴を確かめて，問題で利用できるようにしておきましょう。
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空所をうめよう

空所をうめよう

⑴　 yが最小となるのは，x＝ 　　　 のときで，y＝ 　　　 

 yが最大となるのは，x＝ 　　　 のときで，y＝ 　　　 

 よって，yの変域は， 　　　 ≦y≦ 　　　 

⑵　 yが最小となるのは，x＝ 　　　 のときで，y＝ 　　　 

 yが最大となるのは，x＝ 　　　 のときで，y＝ 　　　 

 よって，yの変域は， 　　　 ≦y≦ 　　　 
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y＝ax

2の値の増減

関数y＝ax2の変域…グラフの形をイメージしながら考える。

変化の割合＝
yの増加量─
xの増加量 　　yの増加量＝変化の割合×xの増加量

対応するxの値と順番をそろえる！

○大－○小

関数y＝x2のxの変域が次の⑴，⑵のようであるとき，yの変域を求めましょう。
⑴　2≦x≦4 ⑵　－3≦x≦1

関数y＝ 1─2 x2で，xの値が－4から－2まで増加するときの変化の割合を求めましょう。
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　□⑴　関数y＝3x2のxの変域が次の①，②のようであるとき，
　　　yの変域を求めましょう。

　　□①　－2≦x≦－1 □②　－ 1─3 ≦x≦1

 〔　　　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　　　〕

　□⑵　関数y＝－x2のxの変域が－4≦x≦5であるとき，yの変域を求めましょう。

 〔　　　　　　　　　〕

□⑶　関数y＝ax2について，xの変域が－3≦x≦1のときのyの変域は0≦y≦18です。
　　□①　yが最小となるときとyが最大となるときのxの値をそれぞれ求めましょう。

　 yが最小〔　　　　　　　　　〕　yが最大〔　　　　　　　　　〕

　　□②　y＝ax2のaの値を求めましょう。

 〔　　　　　　　　　〕

Q 3 練習しよう

　□⑴　関数y＝2x2について，xの値が次の①～④のように増加するときの変化の割合を求めま
しょう。

　　□①　3から5まで増加 □②　－1から2まで増加

 〔　　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　　〕
　　□③　－5から3まで増加 □④　－2から－1まで増加

 〔　　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　　〕

□⑵　関数y＝ax2について，xの値が3から6まで増加するときの変化の割合は3になります。
　　□①　x＝3のときとx＝6のときのyの値を，それぞれaを使った式で表しましょう。

 x＝3のとき〔　　　　　　　　　〕　x＝6のとき〔　　　　　　　　　〕

　　□②　y＝ax2のaの値を求めましょう。
 〔　　　　　　　　　〕

Q 4 練習しよう

y

O
x

⑵②　yの増加量をaを使った式で表して，方程式をつくろう。

⑶②　「yが最小⇒y＝0」「yが最大⇒y＝18」を利用しよう。

2乗に比例する関数の「変域」と「変化の割合」について学習します。

グラフをかいたり，グラフの形をイメージしたりしながら考えてみましょう。
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